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はじめに 3 館連携展覧会の概要を記しておきたい。学習院大学では平成 24 年度から 26 年
度の 3 年間，文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の助成により「近代アジアへ
の眼差しと教育―学習院コレクションの総合的活用」という研究プロジェクトを行っている。
このプロジェクトの 2 年目にあたる平成 25 年度に，学習院と歴史的な縁の深い，永青文庫，
東洋文庫と共通テーマ「東洋学の歩いた道」を冠した展示を開催した。3 機関の歴史的な縁
について詳しくは，3 館合同の本展覧会図録を御覧いただきたいと思うが，日本近代の「東
洋学」の発展を巡る人的ネットワークが当初考えていた以上に密接に形成されていたことが
今回明らかになった。また，この 3 館は地理的にも近く，目白通りと不忍通りでつながり，
道中には近衞篤麿邸跡をはじめ，白鳥庫吉の眠る雑司ヶ谷霊園や嘉納治五郎の像が立つ占春
園など近代日本の「東洋学」の発展にとって重要な人物を偲ぶ史跡が点在する。展覧会図録
に掲載のウォーキング・マップを参考にすれば，文字通り「東洋学の歩いた道」を歩むこと
ができる企画であった。
さらにこの展示企画を実現する上で様々な手続きがスムースにいった背景には，各館の担
当者が皆，学習院大学の出身者であったという面が大きい。すなわち，歴史的にも現在もな
お，3 館の友好的な人脈というものが重要なキーとなった。開催にあたっては「ゆるやかな
連携」を目指し，各館がそれぞれの方針に則りつつ，共通テーマを意識するというスタイル
をとった。とはいえ，この 3 展示を合わせ見ることで，展示内容の理解がより一層深まるこ
とは開催館の一担当者として自負するところである。
少々前置きが長くなってしまったが，シンポジウム開催について簡単な説明を加えておき
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たい。まず，この 3 館連携展示を記念する講演を，東洋文庫長の斯波義信氏に依頼したのは，
周知の通り宋代を中心とする中国史研究の大家だからである。また，学習院初等科の卒業生
でもあり，当学とは浅からぬ御縁があった。夏のある日，村松弘一，橋本佐保（当時・学習
院大学 PD 共同研究員）および鎌田純子が講演のお願いに東洋文庫に参上した。シンポジウ
ムの主催館である学習院大学史料館について紹介するため，当館の生みの親が元学習院大学
史学科教授・児玉幸多であることを申し上げると，斯波先生の表情が，にわかに親しみ深く
変化したことを思い出す。斯波先生は生前の児玉先生から歴史史料への接し方について興味
深い教えを受けたという思い出をお話しになった。そして，今回の記念講演を御快諾くださ
ったのである。ここでもまた，人と人との縁の大切さを感慨深く実感することとなった。
シンポジウムは，記念講演，各館代表パネリストの講演，ディスカッションという構成で
下記の通り行った。各内容については，次頁以降に収載している。
Ⅰ　記念講演
斯波義信氏（東洋文庫長）
「東洋学のおこりと東洋文庫」
Ⅱ　3 館パネリスト講演
①　村松弘一氏（学習院大学学長付国際研究交流オフィス教授）
「アジアを学ぶ―近代学習院の教育，人と人とのかかわりから―」
②　牧野元紀氏（東洋文庫主幹研究員）
「マルコ・ポーロとシルクロード世界遺産の旅―西洋生まれの東洋学―」
③　三宅秀和氏（永青文庫学芸員）
「古代中国の名宝―細川護立と東洋学―」
Ⅲ　ディスカッション
斯波義信氏，村松弘一氏，牧野元紀氏，三宅秀和氏
　司会：鎌田純子（学習院大学史料館助教）
 （所属・肩書はシンポジウム当時のもの）
ディスカッションは，今後の「東洋学」研究への期待を斯波先生から御発言いただき，閉
幕した。当日，シンポジウムには，170 余名の方々に参加いただき，3 館連携展示の意義や，
日本近代の東洋学について考えていただける，ひとつの機会になったのではないかと思われ
る。このシンポジウムでまた新たに築かれた，たくさんの「縁」が未来に続き，学問研究の
発展につながるのであれば，我々は今もなお「東洋学の歩いた道」の途上におり，主催館と
してこれにまさる喜びはない。末筆ながら，本シンポジウムに関わったすべての方々に心か
ら感謝申し上げたい。
（かまた　じゅんこ　　学習院大学史料館助教）
